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第 2236 回例会　　2023 年 1月30日（月）　晴れ

皆さん、こんばんは。今日は5時から理事会がありました
のでその主な報告を致します。クリスマス家族移動例会
決算、賀詞交歓会決算、事業所訪問決算のそれぞれにつ
いて決算書が提出され、全てが承認されました。次年度米
山奨学生受け入れ依頼について。次年度文教大学に在学
予定の中国の男性の方で帳 付新(チョウ･フシン)さんの
受入れ要望があり、理事会で審議した結果受け入れして
いく事となりました。毎回の例会の席型についても議題
提出され、コロナ禍が気になるところですが状況を見て
変化していくことが望ましいとし、会場監督SAAの中村
委員長に一任となりました。4月13日よりの台北士林
RC47周年記念式典への参加者は14名となっています。
以上報告致します。さて、先週の事業所訪問実施につい
ては、皆様大変お疲れ様でした。鈴木正秋会員が代表の
(株)ムーバブルトレードネットワークスを視察研修させて
いただきました。パソコン等のデータ消去やそのリサイク
ル事業を主に行っておられる会社で、情報管理は現代社
会において重要事項であり、社会に多大な貢献をされて
おられる企業です。普段見せてもらえない貴重な所を見
学させていただきありがとうございました。そして、今日
の会長の時間は少し季節の話をしたいと思います。１月
20日は暦の二十四節気の大寒でした。二十四節気とは、

1年の長さを24等分し、各季節にふさわしい名称で季節
を分けて呼んでいる総称をいいます。よく耳にする立春、
立夏、立秋、立冬等で、大寒の今頃が1年の中で一番寒い
季節です。大雪や凍結注意報が毎日各地で出ています。
まさしく大寒です。それでは、いつ頃まで厳寒の日が続く
のかといえば、暦によれば、2月19日が二十四節気の一つ
である雨水の日と示されています。この日は、春の兆しが
僅かながらも見え、降る雪も雨となり積もった雪や氷が
解け始める頃という意味だそうです。少なくともあと20
日くらいは厳しい寒さでしょう。それでも、これからは春
の息吹があちこちに現れてくる季節となります。今、寒川
神社では2月3日の節分祭と2月17日の春祭りの準備を
進めています。神社の裏の庭園も3月1日からの再開苑
の準備に入っています。暑さ寒さも彼岸までとよく言われ
ますが、3月の下旬の彼岸までしばらくがまんして頑張れ
ば、ほんとうに暖かな春がやってきます。楽しみに待ちま
しょう。さて大変遅くなりましたが、今日は寒川青年会議
所2023年度理事長、織田敦様にお越しいただいていま
す。お忙しいところをお越しいただき、織田様にはこの後
、卓話をお願いしています。そして、第4グループ當間ガバ
ナー補佐、茅ヶ崎中央RCのIM実行委員の皆様、ようこそ
お越し下さいました。お忙しい中を第4グループインター
シティ･ミーティング、IМの広報の為にお越しいただきま
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審議事項
1）クリスマス家族移動例会決算書の件･･･余剰金96,638
　 円→0円、親睦活動費250,000円→153,362円に修正し、
     承認。なお、余剰金は親睦活動費に戻し次回以降の親
     睦活動に流用できるものとする
2）賀詞交歓会決算書の件･･･承認
3）事業所訪問決算書の件･･･承認
4）2/18｢第2回新会員の集い｣参加費の件･･･出席者の参
　加費5,000円/人をクラブより拠出、承認
5）2/20例会点鐘時刻変更並びに新会員歓迎会予算書の
　件｛18:00点鐘　例会セレモニー･森嶋洋子新会員スピ
　ーチ　19:00 ～眞原新会員･森嶋新会員歓迎会　会費
　:新会員2名以外の出席者から5,000円/人｝･･･承認。
6）新米山奨学生受入れの件｛帳 付新(チョウ フシン)さ
　ん:男性:文教大学在学:中国｝･･･承認。正式な依頼状
　が届いたのち、カウンセラーは次年度島村国際奉仕委
　員長に依頼予定

例会変更

なし

なし

創立 50 周年実行委員会　磯川記念誌部会長
例会終了後に、記念誌部会を開催します。部会の皆さ
まお集まりください。
親睦活動委員会　若菜委員長
お手元にお配りしました｢新会員歓迎会開催案内｣につ
いてお知らせします。2/20 の例会後、眞原新会員と

森嶋新会員の歓迎会を開催します。それに伴い、例会
点鐘時刻が変更となります。18:00 例会点鐘、セレモ
ニー、森嶋新会員のスピーチの後、歓迎会となります。
お酒を召し上がる方は車で来られないようお願いしま
す。皆さんのご出席をよろしくお願いします。

●ガバナー事務所
～インターアクト一泊研修会開催案内｛3/25( 土 )-26
　(日 )　於 : 星槎箱根仙石原総合型スポーツクラブ　
　参加費 :日帰り :4,000 円･宿泊 :8,000 円｝
●寒川青年会議所
～賀詞交歓会出席に対するお礼状
●寒川神社
～紀元祭･祈年祭･天長祭斎行案内｛紀元祭 :2/11( 土 )
　10:00 ～　祈年祭 :2/17( 金 )10:00 ～　天長祭 :2/23
　( 木 )10:00 ～｝(小澤幹事参列予定 )
●(株 )クマヒラ･ホールディングス　会長　熊平雅人　様
　(東京RC)
～冊子｢抜萃のつゞり(ばっすいのつづり) その 82｣25
　冊 → 興味のある方は受付よりお持ちください 

委員会報告・地区および地域出向者報告

〇RI日本事務局財団室 NEWS 2023 年 2 月号

鈴木郁男クラブ管理運営委員

した。どうぞ皆様宜しくお願い致します。これで会長の時
間を終わります。　ありがとうございました。

同好会報告

2236回スマイルボックス
合計48,000円

ゴルフ同好会　椎谷会長
本日回覧していますが 2/22( 水 ) 第 261回湘南シーサイ
ドCC で開催します。また、第 262 回は 4/4( 火 ) 本厚
木 CC で 9:52 スタートです。そちらもスケジュールに入
れておいてください。よろしくお願いします。

◎第 4グループガバナー補佐　當間安弘様 ( 茅ケ崎中
央 RC)
本日は IMの PR に伺いました。記憶に残る IMを茅ヶ
崎中央 RC 実行委員会と共に創り上げていきます。3
月5日、この地でお会いすることを楽しみにしており
ます。
◎IM 実行委員長　堀川正夫様、IM 実行副委員長　
林正基様、奥本健太郎様 ( 茅ケ崎中央 RC)
本日は寒川 RCの皆様、お忙しい中 IMキャラバンの
お時間を取っていただきありがとうございます。ここ
寒川神社参集殿で 3月5日に行います。是非ご参加
の程よろしくお願いいたします。
◎寒川青年会議所理事長　織田敦様（差し上げた卓
話お礼10,000 円をスマイルしていただきました）
◎石腰会長･小澤幹事
月末のお忙しい中、ご参集いただきましてありがとう
ございます。また、本日は當間 AG 始め茅ヶ崎中央
RCの方々、IMの PRよろしくお願いいたします。今日
の卓話は今年度 JC 理事長 織田敦君です。しっかりと
聴いておりますのでよろしくお願いします。
◎椎谷会員
1）寒川青年会議所 織田理事長殿、卓話よろしくお願
いします。
2）ゴルフ同好会第 261回コンペ、湘南シーサイドCC
にて5組です。登録をよろしくお願いします。
◎下里会員
寒川 JC 理事長 織田様、本日はようこそ。卓話よろし
くお願いします。また、JC 卒業後は寒川 RC でお待ち
しております。本日はよろしくお願いいたします。
◎高波会員
長女が明日で 25 才の誕生日を迎えますのでスマイルし
ます。
◎青木、秋本、石塚、石丸、磯川、井上 ( 稔 )、内野、
金子、菊地、島村、清水、、鈴木 ( 郁 )、中野、中村、
眞原、三澤、三留、村松、森嶋、山本 ( 和 )、若菜、
各会員

IMキャラバン
第 4グループガバナー補佐　當間安弘様、IM 実行委
員長　堀川正夫様、IM 実行副委員長　林正基様、奥

小澤幹事

理事会報告

幹事報告

その他受理

回 覧

週報受理



卓話
寒川青年会議所理事長　織田敦様
私は墨田区両国という町に生まれ大学に行くまでの18
年間はここで生活をしていました。そこら中にお相撲さ
んがいて、パチンコ屋やコンビニ、自転車屋さんにも
お相撲さんがいるんです。自転車は当時ブリヂストン
しかお相撲さんは乗れないなんて話を自転車屋さんが
言っていたのを思い出します。小学校では各学年に1
人は相撲部屋の息子、娘がいるのが普通でしたし、千
秋楽とは友達のお屋敷でパーティーをして鬼ごっこやか
くれんぼをする日のことだと思っていました。今思えば
とても貴重な体験でした。体育会系の道をしっかり歩
んだのは、中学生の時でした。幼少期から続けてい
た野球をそのまま中学でも続けるべく、｢港東シニアク
ラブ｣というチームに入りました。当時、サッチーと呼
ばれ親しまれていた野村沙知代さんがオーナーを務
め、ヤクルトの監督であった野村克也さんが総監督を
務める、当時では割と注目を集めていたチームでした。
とても規律が厳しく、〇坊主アタマは 3ミリ以下　〇気
をつけの姿勢は手足の位置が固定　〇ミスして殴られ
るのは当たり前 ( 殴られない日はない。笑 )　〇試合に
負けるとパンツ一丁でランニング･･･。こんな訓練を週 4
日行う日々を送っていました。そんな厳しいチームでし
たが、毎週火曜日、木曜日は神宮球場の室内練習場、
土日は当時ジャイアンツの2 軍グラウンドを使うという
練習環境は最高でした。そんなある日に転機が訪れま
す。アメリカでキャンプに参加した時のことです。そこ
でメジャーリーガーから野球を教わることができるとい
う夢のような時間でした。ベースの踏み方とか、ボール
の捕り方とか、そんなことももちろん当時教わっていた
ものと真逆だったりするくらい斬新だったのですが、と
にかく｢野球が楽しい｣。ノックのボールをキャッチしたら

｢踊れ！｣｢喜びを表現しろ｣というんです ( 笑 )。そんな
ことを日本でしたら何発殴られることか！そのくらい
ギャップがありました。現地の中学生も一緒に参加し
ていましたが、メジャー選手が話をしている時、私た
ちが帽子を取ってピタっと気をつけをしているにも関わ
らず、なんと彼らは、帽子は被ったまま腕を組みなが
らガムを噛んでいるではないか！今から25 年も前にそ
んな｢ベースボール｣に触れ衝撃を受けました。まだ野
茂英雄選手がドジャースでトルネード旋風を巻き起こし
ているような時でしたので、まだまだメジャーリーグと
いうものが日本では馴染みがなかったため、日本に戻っ
て来てもなかなかその｢ベースボール｣は再現しにくいも
のでした。高校時代では、2 年生くらいの時に高校野
球全体で｢暴力事件によって出場停止｣といった出来事
がメディアで取り上げられることが少しずつ増えてきて、
上下関係の暴力はもちろん、それこそ｢ジュース買ってき
て｣みたいな頼み事も禁止となりました。痛みも経験し
ましたが痛めることの罪悪さも経験しました。｢良いこ
とだったのか？悪いことだったのか？｣｢必要だったの
か？必要ではなかったのか？｣当時は判断することがで
きませんでした。今までやってきたから、伝統だから、
みんな我慢してきたから、ただただそれを受け入れて
きたのだと思います。しかしながら現代の子どもたち
は、全くもって違います。良いか悪いか。必要か必要じゃ
ないか。自らジャッジします。それがなぜできるのかは、
当時とは明らかに情報量の違いがあるからだと考えま
す。インターネット、SNS 等の普及によりジャッジする
に必要な情報が国内外問わずすぐ手に入ります。そし
てそれは会社も含むあらゆる組織にも言えると考えま
す。私が所属する青年会議所もかつては｢横の繋がり
ができる｣とか｢様々な業種の人と繋がれる｣などと言わ
れておりましたが、近年はインターネットなどを通じて、
様々な繋がりや著名人や有名な方とのコミュニティーな
どにも参加できるようになり、コミュニティーの在り方
も変わってきました。私は寒川町に特化した、寒川町
のために活動する｢JCI 寒川｣という組織にとても魅力を
感じております。自分の住む町のために集まる仲間が
増えるというのは、自分にとっても、家族にとっても、
仲間にとっても、会社のスタッフにとってもプラスに働
くからです。また 50 年という歴史の中でその先輩方と
も繋がっていられるというのも特徴のひとつです。それ
を面倒に思う若者もおりますが、それはただのわがま
まだと私は思います。自分の世代だけでこの世を生き
て行けると思うんじゃない。なぜなら、言葉は悪いで
すが｢そんな事言うやつが 40 年後きっと面倒くさいジ
ジイやババアになるから｣です。我々の世代は ITの普及
によって目まぐるしいスピードで変化している現代とそ
れ以前の時代との｢狭間の世代｣ではないかと感じま
す。どちらの気持ちもなんとなくわかる、中途半端な
世代ですが、そんな世代が 40 歳という人生の折り返
し地点にかかってきている今だからこそ、若者と中高
年を結ぶ、そんな役割を担うべきではないかと感じて
おります。この一年間は寒川青年会議所の理事長とし
てそのようなことを邁進して参りたいと思います。

本健太郎様（茅ヶ崎中央 RC）




